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研究要旨： 

潰瘍性大腸炎に対して種々の内科治療、外科治療が行われ、治療成績が成績が報告されているが、本

症の治療の目的である QoL の改善についての客観的な分析は少ない。QoL の観点から各種内科治療、外

科治療の位置づけを明らかにして本症に対する治療法の選択に関する治療指針を作成することが重要

と考えられる。そのためには内科、外科治療後の QOL を分析する適正な QoL 評価法を選択、作成し、各

種治療法の評価を行う必要がある。 

本プロジェクトは、QoL 評価法の決定し、その後、各施設で前向きに各種内科治療、各種外科治療、内

科治療と外科治療の比較などを行い、治療指針の作成に活用することを目的としている。 

QoL 評価法として、SF36、IBDQ、Modified FIQL を選定し、これらに疾患特異性尺度を加えた QOL 調査

票を作成することとし、調査票の作成後に各種治療の横断研究を行い、その結果に基づいて縦断研究を

行って QoL の観点からの治療法を評価する予定である。
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A. 研究目的 

潰瘍性大腸炎に対して種々の内科治療、外科治

療が行われ、成績が報告されているが、本症の治

療の目的であるQOLの改善についての客観的な分

析は少ない。QoL の観点から各種内科治療、外科

治療の位置づけを明らかにして本症に対する治

療法の選択に関する治療指針を作成することが

重要と考えられる。そのためには内科、外科治療

後の QOL を分析する適正な QoL 評価法を選択、作

成し、各種治療法の評価を行う必要がある。 

本プロジェクトは、QoL 評価法の決定し、その

後、各施設で前向きに各種内科治療、各種外科治

療、内科治療と外科治療の比較などを行い、治療

指針の作成に活用することを目的としている。 

 

B. 研究方法 

潰瘍性大腸炎に対する内科治療、外科治療後の

QoL を適正に判定する QoL 尺度（包括的 QoL 尺度

と疾患特異性 Qol 尺度を含む）を決定し、評価法
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を設定する。その後、それらを用いて参加施設の

症例に対して QoL 評価を前向きに行い、QoL の観

点から各種内科治療、各種外科治療、内科治療と

外科治療の比較などを行い、QoL 改善の観点から

本症に対する治療指針の作成に活用する。 

 

（倫理面への配慮） 

参加施設の症例を匿名化して結果を集積、分析

することとしている。 

 

C. 研究成果 

包括的 QOL 尺度として SF36、、炎症性腸疾患に

対して用いられる疾患特異性尺度として IBDQ、排

便 機 能 に 関 し て は Modified FIQL(fecal 

incontinence quality of life scale)(1)を用い

ることとし、これらに疾患特異性尺度（排便回数、

人工肛門の有無など）を加えた QOL 調査表を作成

することとした（表－１）。 

QOL 調査票の完成後に評価対象症例に対し、横

断研究を行い、その結果に基づいて縦断研究を行

う予定である（表－2）。 

 

D. 考察 

 潰瘍性大腸炎に対する内科治療、外科治療例の

QoL を客観的に評価し、その結果に基づいて治療

指針の検討を行うことが治療によるQOL向上に必

要である。 

 

E. 結論 

潰瘍性大腸炎に対する各種治療例に対して QoL

尺度を決定し、各施設で前向きに症例での調査を

行う予定である。 

 

F. 健康機関情報 

 特になし 

 

G. 研究発表 

 今後予定 

 

H. 知的財産権の出願、登録状況 

 特になし 
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